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はじめに
専修大学に入学してはじめて習った簿記の先生が横井通晴先生でした｡
それがきっかけで, 30年以上も横井先生のお世話になってきております｡
思い出は語り尽くせないほどあります｡ここでは3点に絞って,学生のと
き,海外の思い出,最近のことを書かせていただこうと思います｡
1　学生のときの思い出
学生のときで一番印象に残っている思い出は,いまはもうなくなってし
まいましたが大島セミナー･ハウスでのゼミ合宿です｡合宿では,午前,
夕方,夜とそれぞれ2から3時間ずつ管理会計の勉強をしました｡昼食後
は午後3時まで最大の楽しみだった自由時間となり,しばしばみんなで海
水浴に出かけました｡いたずら好きの我々数名が,ふざけて楼井先生を砂
に埋めて動けなくしてしまったことがありました｡これをそばで見ていた
ご子息が突然泣き出してしまったのには閉口しました｡慌てて砂を掻き出
したらやっと泣き止んでくれたのでホッと一安心しました｡このように,
楼井先生はいたずらな我々を大いに楽しませてくれました｡他にも野球を
したり,相撲や将棋などをしました｡すべてにわたって卓越しており,失
礼な話ですが,当時は頼もしい兄貴のような感じの先生でした｡
大島からの帰船では,揺れが激しかったのを思い出します｡船で酔うく
らいならビールで酔っ払った方がいいとビールで乾杯が始まりました｡そ
2のころ甲板の向こうでは,一生懸命原稿とにらめっこしている人がいまし
た｡酔っ払って顔を真っ赤にしながら近づくと,楼井先生が論文を書いて
いました｡こんなに揺れている船で論文を書く楼井先生のすごさに圧倒さ
れてしまいました｡あのときはどんな論文を書いていたのですか｡
2　海外での思い出
海外の思い出もいくつかあります｡ 1999年の春, NTTの仕事で楼井先
生と二人だけで海外調査に出かけました｡イギリスのブリティッシュ･テ
レコム,ドイツのドイチェ･テレコム,アメリカではベル･アトランティ
ック(現在のベライゾン)の調査でした｡ヒースロー空港からロンドンの
ホテルに向かっているとき,ビッグベンの近くをタクシーで走っていたら,
突然タクシーの運転手にビッグバンの話をしだしました｡運転手が何のこ
とかまったく理解できずにいましたが,ビックベンとビックバンを引っ掛
けている横井先生の話に,思わず失笑していました｡
ドイツでは,かつて横井先生のドイツ講演を聞いたことがあるという人
がインタビューに応じてくれました｡ドイツ語のできる通訳をつけたのに
英語でのインタビューとなってしまい,通訳者は英語ができないという始
末でほとほと困りました｡こんなときにも横井先生はまったく動じず,派
暢な英語で会話していました｡英語がわからない筆者には,議事録をまと
めるのがすごく大変でした｡
アメリカでは,インタビューに行ったはずが,いつの間にか日本,イギ
リス,ドイツのマネジメント･システムの違いを解説しはじめ,ほとんど
ディスカッションの場となってしまいました｡ベル･アトランティツクか
ら謝礼をもらいたくなるほどの横井先生の熱弁で,大いに盛り上がりまし
た｡日本語ですら楼井先生のように熱弁を奮えることがないので,勉強に
なる旅でした｡
海外調査の報告会で,楼井先生が報告会場を間違えてしまい,急速筆者
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が担当することになりました｡この点については横井先生の名誉のために
申し上げれば,筆者が報告することでダメだしができると考えたNTr側
の意向でした｡この件では楼井先生を相当傷つけたのではないかと感じて
います｡横井先生も察してわざと間違えたふりをしたように感じています｡
一一度も確認していませんが,いまではそんな気がしています｡
3　現在のこと
平成18年4月から商学部教授に着任しました｡これもひとえに楼井先生
のお蔭です｡昭和52 (1977)年に経営学部を卒業して約30年でやっと母校
に戻ることができました｡といっても,実は卒業後ずっと楼井先生のゼミ
に出席させていただいておりましたので,専修大学に戻ったという感じで
はありません｡非常勤で教えに来ていたということもあり,専修入学の校
舎や設備についてはある程度知っていたこともあると思います｡
専修大学の専任教員となり思うことは,会計学研究所で横井先生と同じ
会議に出ることができてすごく嬉しく思っています｡学部の学生のときか
ら楼井先生のようになりたいと思ってきました｡現実はそれほど甘くはな
く,むしろどんどん遠のいていくばかりです｡しかし, l司じ会議に出てい
ることで横井先生に近づいたような錯覚を覚える今日この頃です｡
毎週月曜口と金曜日には,プールで楼井先生と一緒に泳いでいます｡後
期になり,やっと1,000メートルを泳げるようになりました｡泳ぐ距離で
も横井先生に少し近づきました｡こちらは錯覚ではないのが嬉しいです｡
おわりに
学生のときは楼井先生の研究レベルがまったくわからず,兄貴分のよう
な存在と勝手に思っていました｡研究レベルがわかればわかるほど,とて
も手の届かない雲の上にいる先生を感じてしまいます｡それが最近は,泳
ぎだけですが少し近づいたと喜んでいます｡
4横井先生は,平成19年3月4日で70歳になられるため, 3月いっぱいで
定年退職されます｡楼井先生に近づき始めた私としてはとても信じられな
い気持ちです｡これからは専修大学でお目にかかる機会は無くなりますが,
ますますお元気でご活躍ください｡今後とも横井先生を追いかけて行きた
いと願っております｡
